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 1)す べてはその瞬間のために

 いま,ア ルフレー トはヒトラーを見ている。
            ラ ンテ ンフ ェンガ 

 「笛 吹男」,ド イッでは 「ねずみ取 り男」 の街 と呼ばれ るハ ーメル ンHamelnの 南 南東6.5キ

ロ メー トルほ どの ところに,ビ ュ ッケベル クBUckebergと い う丘が ある(以 下,地 名 は巻末

                           ライヒスエルンテタンクフェスト

の地図 を参照)。1934年9月30日,こ こで開催 中の第二 回帝 国 収穫 感 謝 祭 に訪 れて いるアル

フ レー トは,70万 人 と もいわれた参加者 たちの歓声 を浴 びるア ー ドル フ ・ヒ トラーを しっか

*ふ じはら たつし 京都大学人文科学研究所
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りと目に焼 き付 けて いる。演説をす るため

に演壇 に向かお うとす る ヒ トラーの姿 をみ

なが ら,ア ル フ レー トは購入 していた絵 は

が きを取 り出す。 その絵 はが きを片手 に持

ち,別 の手 で鉛筆 を握 る。裏面 には,食 糧

農業大 臣 リヒャル ト・ヴ ァル ター ・ダレー

と ヒ トラーの楕 円で囲 まれ た顔写真,第 一

回帝国収穫感謝祭の人 々の群れ を写 した写

真が貼 られ,穂 がたわわ に稔 った麦やパ ン

の絵が装飾的に描かれて いる。中央やや上

には 「ハ ーメル ン近郊の ビュ ッケベル ク」,

図l l934年 の第二回帝国収穫感謝祭で販売 された

   公式絵はがき 〔SAH 607/Nr.555〕

そ の下 に今 日の 日付,一 番下 には 「第二回帝国収穫感謝 祭」 と記 され てある(図1)。 ア ル フ

レー トは鉛筆 で こう記 す。

 ビュ ッケベル クか ら君 たちにアルフ レー トが心 か ら挨拶 を送 るよ。僕 たちは ヒ トラーを

とて もよ く見ることが で きたん だ。 ゲ ッベル スやゲー リング も。  ち ょ うどいま,ヒ

トラーが演説 を して いるところだ,〔SAH:607 Nr.555〕

 当 日の消印を押 され た この絵 はが きは,ビ ュ ッケベ ルクのす ぐそ ばを流れ る ヴェーザ ー川

die Weserの 下 流,ハ ーメル ンか ら約65キ ロ メー トル離れたニー ンブル クNienburgと い う

街 に住 むSの 自宅 に届 け られ,い ま はハ ーメル ン市立 文書館 に保 存 され てい る。興味深 いの

は,「Soeben spricht Hitler,」 と いうよ うに,こ の絵 はが きが ピリオ ドで はな くコンマで終

わ ってい ることである。 この続 きを書 いた別 の絵 はが きがあ ったのか,そ れ ともヒ トラーの演

説を聞 くために ここで鉛筆 を止 め,あ とでそのままポ ス トに投函 したのか,あ るいは感動のあ

ま りこれ以上何 も書 けなか ったのか,市 立文書館 に所蔵 されて いるアルフ レー トとい う人物の

発信(お よび着信)の 手紙 が このほかにない以上,ど れ も想像 の域 を出 ない。 だが少な くとも,

ヒ トラーをみ た瞬間の高揚感,ヒ トラーが演説を して いるときの緊張感,そ して,ビ ュ ッケベ

ル クに いない親友(も しくは家族)に もいま自分が体験 して いる感動 を味 わ って ほ しい,と い

う願 いは,こ の コ ンマか ら読 みとれ る。 つ ま り,65キ ロ メー トル も離 れた親友 や家族 とこの

瞬間の喜 びを同時に共 有 した いと思 わせ るほ ど,新 聞雑誌の写 真で しかお目にかかれない生身

の ヒトラーを見なが ら演説 を聞 くことは,当 時の多 くの民衆 に とって大 きな高揚感 と陶酔 を も

た ら したのである。

 こ の よ うな帝 国収 穫 感謝 祭 の いわ ば 「ヒ トラー ・フ ィーバ ー」 の例 に は,事 欠か な い。
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ジ ャー ナ リス トの ヴ ァル ター ・ケ ンポ ウスキは,1970年 代 初頭,ド イ ッ連 邦共和 国(西 ドイ

ツ)在 住 の500人 に 「あなたは ヒ トラーを見 たことが あ りますかHaben Sie Hitler gesehen?」

と いう質問 を し,そ の回答 をま とめた。 このなかで,ビ ュッケベル クの事例を3っ ほど引用 し

て い る。 そ の うち の 一 っ,1921年 生 まれ の農 家 の主 婦 は こ う答 え て い る。 「はい,私 は,

ビュ ッケベル クで彼 を見 ま した。 しか し,ほ んのわずか な時 間で した。 その ころ,私 は若 い

娘 で,自 然 と夢 中 に な り ま した。わ た した ち は,わ ざわ ざ そ こへ 出 か けた もの で す よ」

〔Kempowski 1971:48〕Q

 そ して,こ う した 「ヒ トラー ・フィーバー」が,大 きな抵抗 を受 ける ことな く粛 々と戦争準

備 を遂行 したナ チスの動員 力 の核 であ った ことは,こ れ まで指摘 され て きた とお りで ある。

1935年 に は約100万 人,1938年 に は120万 人 の自発 的参加 者1)を 得 た この帝 国収穫感謝 祭 も

その例外 で はない。 で きれ ば永遠の体験であ ってほ しい,い っ まで も終 わ らないでほ しい,と

い う,い っ まで もピ リオ ドを打 ちた くな い心性 は,こ の国家行事 をた しかに支 えていた。

 2)二 っ のベル ク

 けれ ど も,本 当に ヒ トラーの求心力だ けで帝 国収穫感謝祭 の動員力,そ してナチス全体 の動

員 力は説 明 で きるのだ ろ うか。わずかな時間,ヒ トラーを見 て 「ハイル!」 と連 呼す るだけで

あ る。会 った り話 した りす るよ り至極単純だ。必 ず しもナチズ ムを信 奉 して いなか った人々を

巻 き込 む力 は,そ れだ けで はまだ充 分に説 明されていな い。 た とえば,「 あなた は ヒ トラーを

見 ま したか?」 に掲 載 され ている1917年 生 まれ の美術史 家の回答 をみ てみよ う。「ビュッケベ

ル クで。女性 たち は白眼 をむいて,濡 れ たポロ布のよ うに倒 れ こみ ま した。彼女 たちは,屠 殺

された牛 のよ うに身を横 たえて,深 いため息をっいていま した。願 いが叶え られ た時の喜びで

した」 〔同上:48-49〕 。 こ うした ヒ トラーを見た女性 たちの放心状態 は,ヒ トラー崇拝の典型

例 とも読 める。だが,こ れ ほどの高揚感 は,一 瞬で生 み出 され るものな のか。 ヒ トラーをみた

瞬間ばか りでな く,そ こに至 るプ ロセス もまた重要 ではないだ ろうか。

 ナ チスは どの よ うに人 々の心 を とらえ,戦 争へ と向かわせたのか? す で に幾度 とな く繰 り

返 され て きた この問 いが,い まなお問われっづ けてい る。 自分以外 の何か によって自分の生活

が動か されてい く,と い う感覚 はヒ トラー時代だ けの もので はな い。 そ して,こ うした時代の

いわば集合 的不安 に押 され るように して,ド イッのみな らず世界各地 の数多 くの研究者 たちが

この難題 に挑みつづ けて きた。 ヒトラー崇拝以外 の要素 も,っ ぎっ ぎに指摘 され,い まだ ピリ

                                   アルバイッフロント
オ ドが打たれる様相を呈 していない。 それは,た とえば,労 働者の組織としての労 働 戦線や
            ライヒスネ ル ノユダント

農業関係者の組織 としての帝国給養身分団のような組織的要素,祝 祭の挙行による大衆操作と

いう呪術的要素,帝 国民衆啓蒙宣伝大臣であり帝国文化局局長のヨーゼフ・ゲッベルスを主軸

とするメディアの要素であった。国家イベントや映画にみ られる 「シンボルの政治」や 「政治
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の 美学化」 という側面 も,ジ ョージ ・L・ モ ッセの 『大衆の国民化』 以 降 〔Mosse 1975〕,ク

ロ ーズア ップ されて いる。全体 的な流れ と して は,組 織 や暴 力 などのいわば 「ハ ー ドな動 員」

とい う側面か ら,人 々の心性 に巧 みに訴えか け,人 々を無意 識下で監視 す る 「ソ フ トな動 員」

とい う側面が重視 されるよ うにな ってきて いる,と いえよ う。

 以 上の動員研究2)の 事 例 と して,ニ ュル ンベルクの党大会 に比重 がおかれ て きた ことは,し

か しなが ら,そ れ ほど問題視 されて こなか った。 とい うの も,人 口の3分 の1を 占める農 村の

住人 の 「動員」 に大 きな役割 を果た したのは,党 大会よ りはむ しろ,そ のわずか2週 間後 に開

催 され100万 人 にお よぶ動員 力を誇 った にもかかわ らず,わ ず かな例外3)を の ぞ いて これ まで

ほとん ど注 目され る ことのなか った帝国収穫感謝祭だ ったか らだ。 ゲ ッベル スたちは,神 に収

穫を感謝す る伝統的 な祭 りを国家のイベ ン トに仕立 て上 げ,ヴ ァイマル共和 国 の都市文化 の熟

成の なかで 日陰者 であ り恐慌 で負債 を抱えて いた農民たちを 「国家 の大 黒柱」 として称揚 した

ので ある。 祝祭 といえば党大会,と い う図式 は,あ ま りに も都市偏重で あ る。 しか も,1934

年 に,『 ニ ュル ンベルクと ビュ ッケベルク 1933』 とい う多 数 の写真 を掲載 した記念誌 が出版

されて いるよ うに,二 っの 「ベルク(丘)」 の第三帝 国にお ける地位 は,少 な くとも当時 はそ

れ ほど隔 たった ものではなか った 〔NuB 1934〕。

 収 穫感謝祭 よ りも党大会 の陰 に隠れていた理 由と しては,レ ー二 ・リーフ ェンシュタールの

記録 映 画 『意 志 の勝 利」 や,国 際軍事 法廷 の舞台 で もあ った ニ ュル ンベ ル クの ネ ーム ヴ ァ

リューが まず挙 げ られ るだろ う。党大会会場跡や ドキ ュメ ン トセ ンターが整備 され世界各 地か

ら多 くの人 々が訪 れてい るのに対 し,収 穫感謝祭の会場 跡 は,ハ ーメル ンとい う観光都市 の近

くで あるに もかか わ らず全 く整 備 されていない ことも見逃せ ない。党大 会 と収穫感謝 祭双方 の

会場設計 に携 わ ったアルベル ト・シュペーアの回想録で も,党 大会 は幾度 も取 り上 げ られて い

て も,帝 国収穫感謝祭 は全 く登場せず 〔Speer 1969〕,ナ チ 時代 の社会 史研究 の重要 かっ大部

の史料で ある亡命 ドイ ツ社会民 主党の同時代報告 『ドイツ通信」(通 称=「 ゾパーデ」)に も,何

度 も紹介 され る党大会 とは対照 的に,収 穫感謝祭 はや はり一度 も登場 しない。世 界恐慌 の なか

でナチ党 に支持者 を奪 われ ナチ党を撃ち損 じた社会民主 党主 流 に抗議 し,地 下 に潜 った 「ドイ

ッ通信』 の書 き手 たちでさえ,そ の関心が帝国収穫感謝 祭 に向 いていなか った ことは,強 調 さ

れて しか るべ きであ る。

 そ れゆえ,2007年 夏,私 は,ニ ー ダーザクセ ンNiedersachsen州 の ハ ー メル ン,ハ ーメル

ン ・ピュ ル モ ン トHameln-Pyrmont郡,ヘ ッサ リンゲ ン}16sseringen,ビ ュ ッケ ブ ル ク

BUckeburg,ゴ ス ラー Goslar,そ して州都 のハ ノーヴ ァーHannoverの 文 書館,図 書館,博

物館 などで史料調査 を行 い,帝 国収穫感謝祭 の参加者が書 いた絵 はが きの文面 や郷土 誌 に記 さ

れた回想録 な どを収集 整理 して,分 析 した。 この祝祭の責任者 であ る帝 国民衆啓 蒙宣伝省 の史

料 が戦争末期 に燃 や されて しまい,ベ ル リンBerlin,コ ー ブ レンッKoblenz,フ ラ ィブル ク
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Freiburgの 各 連邦 文書 館 には史料が少 ないゆえに,地 方の小 さな文書館 を廻 ることで少 しず

っ帝国収穫 感謝祭 の内実 に迫 ってい くとい う方法が近道だか らであ る。本稿 で扱 う対象 が,全

国各地 か ら集団で や って きた人 々で はな く,ビ ュ ッケベルク周辺 の住人 たちに偏 っているの も,

こ のためであ る。

 ただ し,こ の全体像 を把 握す るのが困難 な方法 に も利点が ある。 ベル リンで はな く地方 か ら,

ナ チ時代 の動員 と参加 の ダイナ ミズ ムを追体験で きることだ。 た とえば,ビ ュ ッケベル クの祝

祭 を鮮 明に描 いた地方 に住 む書 き手 は,当 事 も今 もけっ して少 な くない。 これ らを読 む と,予

想 どお り,ヒ トラー崇拝 を示唆す る記述 もみ られた。だが,予 想以上 に多 か った記述 は,さ き

ほどの美術 史家の回答 にあ った 「疲労」 や 「苦痛」 といった一見否定 的要素 にみえ る身体感覚

や,と りわ け筆者 に とって意外 であ った 「小銭 を稼 ぎたい」や 「たまに は注 目を浴びたい」 と

い うよ うな一見俗 っぽ くみえ る欲望 な ど,従 来 それ ほど重 視 されて こなか った参加の要素 で

あった。 「家族 や隣人 たちが行 くか ら」 というような集合 的心性 や,「 非 日常性 のなかに身 を沈

め たい」 とい う大衆心 理を,こ こで は今後の課題 と してひとまず度 外視 して,「 動 員」 とい う

説明で消 えて しま う 「個」 の具体 的な心身 の 「動 き」を クローズア ップ したい。 これ はまた,

戦 争へ と向か う人 々のあ りさまを個 々の 「動 き」か ら組み直 して い くための出発 点である。

 と ころでい ま,ビ ュ ッケベル クの開催地 を歴史記念地 と して保存 しよ うとす る歴史家 たちの

運動が,ネ オ ナチ の聖地 にな るので はとい う地元の批判 にあい頓挫 してい る。 この事実 か らも

分か るよ うに,帝 国収穫 感謝祭 は,し ば らくハ ーメル ン近郊の農村 に埋 もれていた現象 であ り,

今 よ うや く目覚 め は じめた歴史で あるといえる4)。 ビ ュッケベル ク近 郊の村 に住 むルー ト=ク

リステ ィーナ ・へ 一 リングは,帝 国収穫感謝 祭を13歳 の ときに体験 しているが,ビ ュッケベ

ル クに対 す る村人 たちの集 合的記憶 について,こ う述べて いる。

   ビ ュ ッケベ ル ク祭 は,戦 後,人 々の心のなか で押 しの けられ 〔verdrangen〕,写 真 や

  「想 い出の品」 は大部分 が捨 て られま した。 けれど も,こ の祭典 は私 たちの地域 の歴史 に

  属 す るものです。 〔H6rning/Albrecht 2004:201〕

 現 地 の人 々の内面で押 しのけ られた歴 史,精 神分析 の用語 を借 りれば,抑 圧(verdrangen)

され て い るこの秋祭 りは,い まだは っきりと意識 されぬ まま私 たちの時代 に至 る地下水脈 を流

れつづ けてい るので あ る。

 以 下,「 小銭稼 ぎの チ ャンスと してみる こと」,「 い ままで平凡 な村 だ った我 が村の誇 りとし

て と らえる こと」,「疲 労困慰 になるまで待 ちっづける こと」 の三点 に祝祭 の要素 を絞 る。 「新

しい政治」,つ ま り 「大衆民主主義」 を創 出す るための 「世俗宗教」 の 「儀式」 とい う枠組 み

に入 りき らないよ うな,生 活者 の凡俗 な心性や感覚の動 きを探 って い こう。
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        1.商 魂 た くま しき村民た ち  小銭稼 ぎ と動 員

 1)ビ ュッケベルク椅子  総統が見たい方 は椅子のうえでどうぞ

 ベル リンで刊行 された 「語れ,戦 友よ! Erzah1', Kamerad!』(1936)と いう書物 に,1935

年の帝国収穫感謝祭に参加 した人物の声が匿名で掲載されている。同時代の書物であるため,

ナチスのイデオロギーに忠実であるし,客 観的な史料 というわけではない。だが,実 際の雰囲

気や,参 加者の心性を探るには絶好の史料なので,こ こで じっくり見ていきたい 〔Grube/

Richter 1982:125〕。

 帝国収穫感謝祭は,ヒ トラーの登場 と演説がクライマ ックスである。1935年 も例外ではな

かった。以下の記述は,ヒ トラーが会場に現れ,参 加者の歓声を浴びている場面である。

   この熱狂的な興奮のなかで,生 活の重みゆえに腰の曲がった70代 の白髪のおばあさん

  が,私 を押 します。「おばあさん,も うちょっと下の方に来れば,総 統がもっとよく見え

  ますよ!」 このおばあさんの頬に涙が流れています。体の大きな人たちと人々の伸ばされ

  た手のなかでもみ くちゃにされなが ら立っ! しかも70年 生きてきたのです! もしか

  して,こ れが最後の年なのでしょうか? 70年 に及ぶ歳月の最後の年なのでしょうか?

   そのおばあさんを私はすばやく引き寄せ,野 外用の小 さな椅子のうえに立たせます。誰

  も 「降りろ!」 とは言いません。私の両腕に支えられて,こ の農婦は風 に吹かれる葉 っぱ

  のように震えます。おばあさんは手を高 く伸ば し,叫 びます。「ハイル! ハイル!」

   おばあさんは,椅 子のうえに立っことは禁止されているとも思いま したが,で もどうし

  ても一度だけ

   いや,私 たちは総統を見ようとしたのにすぎないのですが,お ばあさんは総統を体験 し

  ようとしたのです! 日常を生 きる勇敢なる女傑!

   総統がこちらに来るのを確認 し,私 はおばあさんにそれを教えます。そこに彼がいます

  よ! おばあさんは,私 と同じように総統をみます。人生では じめての ことです。総統は

  立 ち,人 々に挨拶をします。ハイルの叫びが総統のまわりでどよめきます!

   おばあさんは,挨 拶をっづけ,そ して  すすり泣 きます! 喜びの涙!

   通 り過ぎました……

   私は,こ の瞬間 ほど感謝の念に満ちた,母 というものの表情をみたことはありません。

   見物人たちの眼には涙がかすかに光っています……

   〔……〕

   ゲッベルス博士の演説。っぎにダレー。そして総統。総統の鉄のような言葉が現実とし

  て私たちの前に立ち現れます。私たちのなかに,新 たな闘争,新 たな勝利への意志が目覚
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  め ます。 ドイッは立 ち上 が り,戦 う!私 たちの旗の もとには,た だ勝利者 のみが立っ こ

  とが で きる!

   そ してすべて が終 わ りま した。一

   再 び 列車 が夜中 ガ タ ンゴ トンと音 を立 てます。私 たちを故郷 に運 ぶ  戦 い の体験 を

  も!

   ドイ ッ農民 の母 よ,100万 人 の うちの一人であ るあな たは,総 統 の体験 それ 自体 を した

  の で す! 私 は あなたを通 じて! この体験 は私 の魂 に焼 きっけ られています。

 ヒ トラーを見 る とい う行為が参 加者 に涙 を流 させ るよ うな感動 的体験 であ った こと,見 るだ

けではな く,参 加者 た ちが ヒ トラー に向か って一斉 に 「ハ イル!」 と連呼 す ることが感動 を高

めた こと,演 説 の まえ の軍事演習が参加者た ちに大 きなイ ンパ ク トを与 えた こ と(1935年 は,

ヴェルサイユ条約を破棄し,徴 兵制を復活させ,再 軍備を宣言した転機となる年であった)が,引 用 し

ただけで17個 の 感嘆符 を もっ,こ の高揚 した叙述 のなかか ら読 み とれ る。 とくに 「ハイル」

の連呼 は重 要で あ る。それ は,こ こに集 まった農民 たちや都市民 たちが ヒ トラーの登場の脇 役

と してで はな く,同 等 の主役 と して主体的 に祝祭に関 わ ってい るか らであ る。1935年10月6

日の帝 国収穫 感謝祭 の様子 を撮 ったプ ロパガ ンダ映 画5>を み るか ぎ り,ヒ トラーが登場す ると,

100万 人 と発表 された参 加者たち はほぼみな目を輝かせ て 「ハ イル!」 と叫 んでいる。 野外の

会場全 体が揺れ てい るよ うな歓声で あったことは想像 に難 くない。

 と ころで,こ の話 の旨味 は,腰 の曲が った見知 らぬ農婦の いわ ば 「冥土 のみや げ」 に ヒ ト

ラーを一 目見 させてあ げよ うと椅子 のうえ に立たせ た書 き手 の敬老精神 と,椅 子 に立 とうとす

る老婆 を温か く見守 る周囲 の人 々の思 いや り,そ して涙 なが らに御礼を言 う老婆 の心 の純真 さ

であ る。 この美談 が,ナ チスのプロパ ガ ンダに適合 しやすい もので あることは自明だ。 けれ ど

も,こ こで注 目 した いのは,こ の老婆 自身で はな く,老 婆の 目線を高 くす る ことに貢献 した小

さな椅 子で あ る。

 この椅子 は,通 称 「ビュ ッケベルク椅子BUckebergerstuhl」 と呼ばれ る木製 の折 りたたみ

椅子 で,ヒ トラーを長時間待っ あいだに座 るだ けでな く,こ の老婆 のよ うに踏 み台と して も用

い られ た。 しか も,無 料 で配 られたのではない。地 元の指物師が販売 したのであ る。 アウグス

ト ・ブラ ンダ ウとい う,ビ ュ ッケベルク近郊 のエメル ンEmmernと い う村 の男性 は,こ の椅

子 を売 った体験 を こ う回想 している。

   祭 典 の数 ヶ月前 にな ると,私 の代父で指物師の ルー トヴ ィヒ ・ユルゲ ンス は自分 の作業

  場 で折 りたたみ椅子 を1000か ら2000脚 ほ ど作 りま した。 私 は,〔 収穫感謝 祭が開催 され

  た 〕 数年 間 はず っと,夢 中にな って代父 のそば にいま した。
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   そ う して,祭 典の 日がや って きました。 人,人,人,数 多 くの人 々が特別列車 で次 々に

  ビュ ッケベ ルクに到 着 ま した。 村の周 りには,多 くの宿泊 用テ ン トが 疏ち並 んでいま した

  〔……〕

   ほ とんどすべての 〔宿泊 用に提供 され た〕農場 の入目には,サ イダーや ビールの売 り場

  が あ りま した。私 はエ メル ンの旧 スポーツ広場 に 、Vlち,自 分で仕 ヒげた折 りたたみ椅 」孔を

  1脚1ラ イヒスマル クで売 りま した、,ある年 には125脚 の 椅子を売 ったことを,い まなお

  は っ きりと思 い起 こす ことが で きます。 私 は[売 りなが ら〕 こう叫 びま した。 「総統 が 見

  た い 方は,折 りたたみ椅子 の うえでど うぞ」。 この椅t■は参加M'に とて も気 に入 られ ま し

  た の で,売 れ行 き もよか ったです"1、,

 ヒ トラーを 見て涙を流 すおば あ さん とそれ を両}で 芝え る若者 という)ミ談 を演 出 して いた

「ビュ ッケベ ル ク椅j■,こ れ は,ブ ラ ン ダウの 代 父で あ る指 物 師 に と って みれ ば,最 大で

2000ラ イ ヒスマル クの売 り上 げ も見込 め る臨時収 入の チ ャ ンスだ った、、ブ ラ ンダウ少 年 に

とって もこの体験 は心躍 らせ るものであ ったに違 いな い.、当時 まだ働いていない年齢 だ と推測

され るが,代 父が ビジネスチ ャ ンスとばか りに折 りたたみ椅ttを 大 最に製作するのを横で熱心

に眺 め ることがで き,自 らも素人なが ら最高 で125脚 の 椅j'・を売 りさばけたか らである、,

 2)屋 台

 ltミ1家行 事が貴 重な小銭稼 ぎの機 会であ ったのは,指 物師 だけではない 、ブ ランダウの回想 に

あ ったよ うに,帝 国収穫感謝 祭では小さな屋台が軒 を連一ね た。 普段 は農 業や]「1業 に従 事 して

いる地 元の人々は,こ こで ソーセージや ビールな どを売 る[図2〕 。k'料 トイレを設置す る地

元民 もいた,と い う、,

 当局 は,公 正な価格帯で商売が行われ る

騰騰1礁 ゑ㌧2㌢ 堕〉噸うな∵∵∵謡 撃 喫1静
                                   凪」     勢

  に乗じ副業として小銭を稼いだ・腰_剛 。 璽 説 「謬 愚
  不 ・∫欠であ る木造 の小 さな トイ レを管

  理 した り,飲 み ものや小型 ソーセー ジ 図2 帝 国llズ穫 感 謝 祭 時 に 出1・ilされ た 屋 台                       
Muscumdorf in H6ssel・mgel1の 特1}r隈より1

  を 販売 した りした,,し か し,こ れ らす    撮 影日不明〕
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  べ て は,つ ぎの よ うに厳 しく規制 されていた。

   90グ ラ ムまでの小型 ソーセー ジ1本(*)  0.45

   90グ ラ ム以上 の小型 ソーセー ジ1本(*)  0.50

   焼 き ソーセー ジ1本(*)         O.45

    ミネ ラルウ ォー ター           0.25

    レモ ンソー ダ               0.30

    ビー ル4分 の1リ ッ トル         0.25

    コ ー ヒー1杯           0,30

    コ コ ア4分 の1リ ッ トル         0.10

    牛 乳4分 の1リ ッ トル           O.10

  (*)必 ず 小型パ ンか白パ ンを一切 れ加 えな くて はな らない。単位 は ライ ヒスマルク。

 この よ うな商売 は,地 元 の人 々に多 くの臨時収入 を もた らした。 けれ ども,必 ず しもうま く

い くとは限 らなか ったよ うだ。ハー メル ンか ら西へ40キ ロ メー トル ほど離れ た都市 ヒルデ ス

ハ イムHildesheimに 住 むMと いう人物 は,1933年11月23日 付 の書 類で,当 局 に対 し以下

の ような苦情 を 申 し立て てい る。

   私 は,1933年IO月1日,ビ ュ ッケベル クに小型 のテ ン トで酒場を 出店 し,2100マ ル ク

  の売 り上 げ を得 ま した。 ……土 曜 日 〔同年9月30日 〕 はまだ全 く売 れませんで した。 日

  曜 日は,お 昼 の時間にな ると,ビ ールや飲 みものを秩序立て て売 りさば くことがで きない

  よ うな状 態 にな りま した。2時 間後 には,私 の用意 した ビール ジ ョッキ1000個 が行方不

  明 に な り,そ の うちの い くっか は野外炊事場か ら食べ ものをテイ クア ウ トす るときに用 い

  られ た り投 げ捨 て られ たり し,ほ かの ジ ョッキは式典会場 に持 って行 かれ るか,周 辺 に捨

  て られ ま した。 それ以降 紙 コ ップ,野 外用 コ ップ,そ れか ら魔 法瓶 を用い,見 わたせな

  い ほ どの人 間の群れ に恒常的 に囲 まれ ることで しか,酒 場 を続 け ることがで きませんで し

  た 。 その うちの幾人か は,私 と手伝 いの人々に高圧 的な態度 を とりま した。 テン トの賃料,

  ジ ョ ッキの損 失,輸 送費,サ ー ビスが あま りに も高す ぎて 全 く儲 けが なか ったのです。

  〔… …〕 ハイ ル ・ヒ トラー!〔Thimm 1999:34-35〕

 長 い 間 ヒ トラーの到着 を待 たされ,の ど も渇 き,腹 も減 った人々が,ま さに うね りとな って

屋台 に押 し寄せ る。 そ こにみ られる参加者 たちの エネルギ ーとそれが もた らす混沌が,こ の申

立 書 に活写 されて いる。 もちろん,当 局 に苦情 を訴え るほどのM自 身の商売への情熱 も,見

逃 す ことはで きな いだ ろ う。 ビュッケベル クは,こ う した商品 と金銭 のす さま じい交換 の うえ
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で 成 り立 って いたのであ る。当然,祭 りの次 の 円の ビュッケベル クは,ゴ ミで溢 れていた 〔図

3〕。

 3)混 沌 とした動 員

 この ゴ ミの山が象徴 してい るよ うに,ナ チ スの祝 祭は,け っして規律 と秩序 だけで成 り立 っ

てい るのではない。参加者 たちのエ ネルギーは,抑 え られるど ころか,ビ ュ ッケベル クとい う

いわ ば野外劇場 で爆発 したのであ る。1937年 か らはニュル ンベ ルクNUrnbergの 党 大 会会場

に も大人向けの ビヤホールか ら子ど も向 けの人形劇場 まで娯楽施設が隣接 されて いた し,ニ ュ

ル ンベル クの市街 では一般 の参 加者 のみ な らず突撃隊 まで もが市で買 い物 に興 じ,酒 を飲み,

売 春宿 に行 き,騒 ぎ立て た 〔Zehnhefer 2002:192-193,田 野2007:78-97〕 。 ヒ トラーが演

説す る会場 で もビールが飲 め,横 になって寝 ること もで きた。 ビュ ッケベルク も同様であ った

〔図4〕 。 だが,そ の雑然 さは党 大会 の比で

はない。 参加者 と ヒ トラーのあいだ は,党

窟認鵬 認 慧議 》鰍鞭 卿晦
勢響 辮蝶繍 笑ご聴警麟聾鵜 極
垣を作 って押 して くる人た ちを抑えて いる  播 嚇 ご∵ 紹 暁Ptf・1,..・一.a.  趨細 戦 藻＼1

膿 ∵轍贋轡誓21孫 喚 隠㌻蛎 ゾ
ル臭さえ漂う騒が しい参加 者の塊のなかを

・・ラー樋 ・ていくとい・… ヶベ・レ 図3111灘 離ll灘1}ぼ 鍋 漸 辮 「f

ク独特の演出が,祝 祭を盛 り ヒげるのであ

る。 この とき,人 々は折 りたたみ椅1'・の う

えに立 った り,王 す りに もたれかか った り,

っ ま先一立ちを した り,首 を伸ば した りして,

各 々自由気ま まであ って 〔図5〕,な かに

はヒ トラーの手 を握 る農婦 さえい るとい う

有様であ った 〔図6〕 。 売 り 乎は臨時収 入

を得よ うと,買 い手は渇 きと空腹 を満 たそ

うと,そ れぞれ欲望 をむ き出 しに し,そ の

エネルギーを放 出させ たのであ る・主儲
1'、,1、,,ラ ー を寝 て待つ 嬬 〔Museum、 。,,、n

も,あ る程度 こうした状況 を黙認 していた。    H6sseringenの 特別展より。撮影〕不明〕
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  ・方,1933年10月1日 の感謝 祭の演壇

で,ダ レー はっ ぎ の よ うに述 べ て い る。

「農民 の労 働 を規 定す るの は,自 然 の永遠

な る法則 で もな く,気 候 や⊥壌 で もない。

資本 主義的 な市場観 の遊戯 のよ うな規則が,

農 民 を,カ ネ,利 子,利 益 の狩 りへ と追 い

立てるのである」 〔NuB:82-83〕 。 また,

「集約的 にや りな さい! 営 農 家 よ。 君 は

なによ りも第一 に商 人 なのだか ら」(同 一L)

                    図5 1935年 の第3回 帝国収穫感謝祭で ヒトラーを
という不特定の資本家の声 を批判 してい る。   迎え る民衆と親衛隊員 〔Gelderblom l998:43〕

と いうの も,こ の 日,帝 国世襲農場 法が公

布され,こ の収穫祭でも喧伝されたからで   一  檬  いL転 ギ ・齢:・ .,

1欝熱叢1審1黙
現実 の凡俗 な農民像 とは大 きくかけ離れ た 図6 ヒ トラ_α)fを 握 る農婦 二Museumdorf in

もの であ った。利欲物欲 をユ ダヤ性 である    H6sseringen O)特 別1長より。撮影日不明〕

として根底か ら批判す る世襲農場法 のあ る

意味 で 「崇高」 な理念 は,商 魂 た くま しき村民 たちの 「これ に便乗 して ひと稼 ぎ しよう」 とい

う金銭欲 にほとん ど無 力で あったことを,こ の祝祭 は示 して いる。

 と はいえ,自 発的 に売 られ買われた 「ビュッケベ ルク椅子」 にせ よ,ビ ールにせ よ,ソ ー

セー ジにせ よ,存 料 トイ レにせ よ,絵 はが きにせ よ,ど の商品 も,利 欲物欲を 否定す る帝 国収

穫感 謝祭 の潤 滑油で あ り,運 営 を陰で 支えて いた ことはや は り否定 で きない。 そ して,「125

脚 を 売 った」 とい うよ うな小 さいけれ ども記憶に残 るような誇 りを得 るチ ャ ンスさえ感謝 祭は

与えて くれ る。農民 は物欲 に目が くらんではい けない,ド イツ占来の十地 を守 るのだ,と い う

杓子定規な理念 と,一 儲 け した いとい う際限 な く膨 らむ卑俗な欲望 が この祝祭で は混然 一体 と

な ってい るのであ る。
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          2.移 り っづ け る 中心  我 が 故 郷 の誇 り

 1)移 動 す る政府

 帝 国収 穫感謝祭 は地元の人 々に しば しば 「ビュ ッケベル ク祭」 と呼 ばれたが,こ れ は厳 密 に

いえば正 確で はな い。開催地 は,ビ ュ ッケベル クだけではないか らで あ る。 開催年 を追 って見

てい こつQ

 1933年10月1日 の第1回 は,ま ず,ヒ トラー,ゲ ッベル ス,ダ レーを は じめとす る幹 部た

ちが,ベ ル リンで,各 地域 を代表 してや って きた農民 たち と 「アイ ン トップ」 と呼 ばれる簡素

な雑炊料 理 を食 べ,一 緒 に飛 行機 でハ ノーヴ ァー に向か う。 ハ ノー ヴ ァーか らは,オ ー プ ン

カー に乗 って,装 飾が施 され た村 々を通 り,ひ ときわ煙 びやかな装飾が な され たハーメル ンの

街 を通 り抜 けたの ち,ビ ュ ッケベルクへ。 ベル リン,ハ ノー ヴ ァー,ハ ー メル ン,ビ ュ ッケベ

ル クと,政 府 は分刻みの スケ ジュールで移動 す る 〔Wittkowsky o. J.:17〕 。

 1934年9月30日 の第2回 は,午 前中 にまず ヒ トラーたち幹部 が 「農民都 市」 ゴスラーに訪

れ,カ イザ ープ ラ ッッで式典 を催 したあ と,ビ ュッケベル クに向か う 〔Wittkowsky o. J.:17〕 。

 1935年10月6日 の第3回 は,ヒ トラーが,ハ ノー ヴァーか らビュ ッケベ ルクに向 かい,終

了後,ゴ スラーに行 く。 そ こで祝典を催 したあ と,特 別列 車で ベル リンに帰 る 〔KAHP:15

PolizeimaBnahmen〕 。

 1936年10月3日 の第4回 も,1937年10月2日 の第5回 も,ビ ュ ッケベル クか らゴス ラー

とい う基本 ライ ンは変わ らな い 〔SAG:Abt. III Fach 162 Nr.9, KAHP:6Allgemeines

Erntedanktag〕o

 この よ うに,ビ ュ ッケベル クが中心で あることは不変だが,1933年 は ベル リン,1934年 以

降 は ゴス ラーが重要 な開催地で あった ことが重要 である。 また,ヒ トラーが 自動 車で通 る街 は

必ず華や かに装飾 を施 さな くて はならなか った。 ヒ トラーが通過 す る場所 はすべて動員が か け

られたのであ る。 そればか りで な く,ビ ュッケベルクの祝祭 は ラジオを通 じて同時中継 され,

全 国各地 の伝統 的な収 穫感 謝祭 にもハーケ ンクロイツが飾 られた。 ベ ル リンの ブラ ンデ ンブル

ク門 も例外 ではなか った。 まさに,ド イ ッ全±が収穫感謝祭一 色に染 ま ったので ある。

 2)通 過 地 ヒルデ スハイ ムの人 々

 帝 国収穫感謝祭 の二 大中心地 ビュッケベルクと ゴス ラーの間 の都市 ヒルデ スハ イムは,1934

年 と1935年 の2回,ヒ トラーのオープ ンカーが通 った。1936年 は ヒ トラーを乗 せた特別列車

が通 って いるが立 ち寄 って はいない。1945年3月22Eiに 戦 争で破壊 され た この都市 は,現 存

す る史料が極 めて少 ない 〔Thimm l999:9〕 。 ヒルデスハ イ ムの市立文書 館 に問 い合 わせた

ところ,史 料 はほ とん どない という回答が帰 って きたが,そ の返答 のなか に,ヒ ル デスハイム
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の 日常を調査 した卒業論文が出版されており,そ こで

デ。一イ。の帝国嚥 感謙 の癬 亦鎚 。てみたい。 

ハイムは帝国収穫感謝祭と深い縁があった。ほかにも,   

いられた一年生向け初級読本 「祖国のために 弄か ら手  

へ」 は,こ の出来事を取 り ヒげて いる。

                          図7 バーバラ・テ ィムTヒ ルデスハ

                            イムにおける国民社会1・義の痕』

アー・ルフ・ヒ・・一がや・てく・.   甑Illi鴨 ㍊919}1、1'糟

   おかあさん! レーネ! いろいろなところでか    帝国収穫感謝祭でゴス? から
                            ビュ ッケベルクへ同かっ途上,

  ね が な ります! い そ いで! ア ー ドル フ ・ヒ ト    ヒルデスハイムで歓迎を受ける

                            オーブンカーの ヒトラー)  
ラー がや って くる! さ っ  ほ ら,か べ の うえ

  に ハ イニが もうす わ っています。 ぴ ょん  ほ ら,レ ーネ もかべの うえ にすわ って いま

  す。 わ あ! もうみん な,ち ゃん と見 られ る。 ああ,な んてた くさんの人 たちで しょう!

  おお,な んて た くさん のはたで しょう! お や,シ ュ レー グー さんの ところには小 さなは

  たの っ いたわ っこの花か ざ りがあ ります。 レーネはパ シッとアをたたいて,よ ろ こんでい

  ます 。 けれど も,ハ イニ はひたす らとお りを 見っめて いるだ け。 いっ もゴ スラーへ と く

  だ ってい くのです。 あそ こ  あれ はなんで しょう? 1だ い の噴がか どをまが る

  も う1だ い  も う1だ い! 人 び とはさけぶ  人 び とは手 をふる! おか あさん,

  あ の 人が きた,あ の 人が きたよ! そ うね,あ れ はあ の人 だわ! ア ー ドル フ ・ヒ ト

  ラー! へ い しのよ うにせなか をびんとのば して,ハ イニはかべの うえ に立 ちま した。ハ

  イル ・ヒ トラー! ハ イニは こうさけび,き ち っとあいさっを します。 アー ドルフ ・ヒ ト

  ラー は しょうねん たちを見まず,ヒ トラーはあいさっ を し,わ らいます。せ なかをぴん と

 の ば したハ イ ニの まえ を とお った ヒ トラー は,ほ ん と う に うれ しか っ たの で した。

  〔Thimm:31-32〕

 ビュ ッケベ ルクか らハ ーメル ンを経 て ゴスラーへ と ヒ トラー一 行が向か う道 で,ハ イニ少年
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とその家族が ヒ トラーの通過 を待 ち,っ いに笑顔 の ヒトラーを見 る場 面で ある。 「へ い しの よ

うにせ なかをぴん との ば した」ハ イニ少年をみて,ヒ トラーが 「ほん とうに うれ し」 く感 じた

とい う話が,す でに戦争 に突入 してい る1940年 とい う年 に,未 来 の国家を担 う兵士 としての

自覚 を持 たせ る教育効果 をね らった ものであ ることは言 うまで もない。 また,ハ イニ少年 の視

点か らヒ トラーの視点へ と移 したあ とで,ヒ トラーの内面 を推測で はな く断定で記述 す る最後

の一文 は,こ の教材 を読む児童 たちに ヒ トラーへの親近感 を持 たせ るだ ろう。同 じ教材 のつ ぎ

の文章 に も,ヒ トラーの威厳 とい うよ りは,ヒ トラーへの親 近感 を持 たせよ うとい うね らいが

窺え る。

 ビュ ッケベルクで

   ハ イ ニのお と うさん は,し ゅうか くかん しゃの 日に ビュ ッケベル クへ行 った ことがあ り

  ます 。 ある日の こと  お や まあなんて ことで しょう  ハ イ ニ と レーネはなに もか も

  知 りたいとお もいま した。 おと うさん,ア ー ドル フ ・ヒ トラーをみたの? お と うさん,

  ビ ュ ッケベル クには どれ ほ ど人 が いたの? い っ もこうで す。 お とうさん! お と うさ

  ん! お と うさん! いっ もこうなのです!

   そ して,だ いす きなお とうさんは,こ う言 いま した。 す ば らしか った よ! あ ん な にた

  くさん の人 たちを,お とうさんは一 ども見た ことがない。お お,色 とりど りのでん とうい

  し ょ うをきたおひ ゃくしょうさんたちが,な んてた くさん いたので しょう! あ あ,み ど

  りや あおや あか のい しょうを きた女 のお ひゃ くしょうさん たちが,な んて た くさんいたの

  で し ょう! な に もか に もがとて も色あ ざやかだ った。 村か らきた人 たち も,町 か らきた

  人 た ち も,み ん なよろ こんでいたよ。

   とっ ぜん,ア ー ドル フ ・ヒ トラーが きたんだ。 いや ちが う,そ れ は,さ けび こえ とよろ

  こび の こえだ った。 ほかの人たちが おすので,お とうさん はす こ しもう ごくことがで きな

  か った。 さて,い よいよ,あ の人が とて もゆ っ くりとおか をのぼ って きた。 とて も した し

  み を こめて,ぼ くたちにあいさっを したんだ。お まえた ち,お とうさん は ヒ トラーの 目を

  じ っ とみた。 アー ドル フ ・ヒ トラーはとて もきれ いな 目を してい るんだ。

   そ れか ら,お とうさんは こう言 いま した。

   さ あ,パ ンをおめ ぐみいただいたかみ さまにかん しゃ しよ う!

   さ あ,せ いかっが くるしい人 たちに手 をさ しのべよ う!

   とか いで もいなかで も,だ れ もうえて はな らな い。 〔Thimm 1999:33〕

 オ ー プ ンカーに乗 った ヒ トラーが一瞬 だけ我が街を通 る。 この ささやか な出来 事 は,し か し,

ヒルデスハイムで もけ っして小 さくはない。 いや,む しろそれ が一 瞬で あるだ けに,ハ イ ニ少
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簗1雛 懇1鰯 鞭魏 甑 瓢 差
感雛 濃 瓢

、_飾 灘灘   .
り騨 やかでなくてはな・ない。入11に は'  購

「ヒルデスハイムは総統を歓迎する」とい         届'

うモ ミの枝葉で造 られた大きな門が用意さ              ・

れたり 〔図8〕,収 穫感謝祭にちなんだ装

食 i  が1榊 にliaiられ たり した・ これ らは・[
。181935年 。鯛11融 直灘ll,。 ヒ 、ラー轍 迎

国民 社会 正三義女性協会の地 方 支部 などの組    す る ヒルテスハイムのliil Thimm 1999::31

織 で 作 られ た [図9/,、 自動 車で通 り過 ぎ

1鷲け総 濡 響 聞宏磐瀦 … 嘱 讐
匡μ1醸射祭は,準"構にこそ轍  ド 灘酵 鞭.
                        ぽ  ド                ギ

難擁∴∴轡 騨欝餌
                           睡

                            譲      1

   農 民 たちの)fl:労働 に対す る報 いと し  図9 1936年 の帝・国収穫感謝祭で ヒトラーを迎え人

  て,一 一・・レ・近郊・・ビ・・ケベ・ク 欝 姦 吐膿 謄 狛論 漏llllこ1民

  で115(穫感 謝 祭が準備 される、,父は,農

  民 で なか ったに もかか わ らず,突 撃隊 とと もにLビ ュ ッケベ ルクへ 」いか な くて はな らな

  い、、母は,私 たちと.一緒 に ヒルデスハ イムに旅行す る、,アー ドルフ ・ヒ トラーが ここを 自

  動1ドで通 るか らだ、,ヒ トラーがや って くる至 るところで,熱 狂的な歓声が沸 き起 こる、,み

  ん なが 「ハ イル,ハ イル!:,そ して 「私 たちの総統を 見よう!」 と ヒトラーが姿を 見せ

  る まで叫 びっづ けるttっ い に,私 た ちは 自分σ)目で ヒトラーを 見ることがで きた、,共産L

  義渚 た ちと内戦か ら私た ちを救 って くれた ヒ トラーを。

   =時 間 のあいだ,私 た ちは 〔……]石 の台 座の うえにあ る鉄 の柵 に寄 りかか って待 つ。

  ギ ュ ンターCl堵 の 兄)も,..一 緒 にそこにいる、,歩道 は人々であふ れ,道 路 の両脇 は突撃

  隊 員 たちの人垣 で遮断 されてい る、,

   つ い に,自 動 唯が カイザーハ ウスの角 を曲 が った、、  しか し,こ れ は何 だ? 奇妙 に
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  静 か な ままだ。別 の車 なのか?

   よ り近 くにや って くる。制 服 を着 た一 人 の男 が前 に立 って い る。 見た と ころ まるで黄

  色 っぽ い人形の よ うに直立不動だ。 あち こちで,誰 かが幾分 嘆 きなが ら叫んだ,「 ハ イル」

    そ う して通 り過 ぎる。

   そ う,彼 が いたのだ!   そ れ は,わ た しが前 もって イメ ー ジして いた もの と,全

  く異 な って見えたのだ った。 〔Schlewecke 1987:28〕

 1987年 に書 かれ た回想 録 であ る以上,ヒ トラーの姿 の描 写 に は誇 張が あ るか もしれ ない。

だが,シ ュ レヴェ ッケ にと って,ク ライマ ックスは意外 とあ っけなか った ことは ほぼ間違 いな

いだろ う。鉄 の柵 にすが りなが ら2時 間 も待 っ ことは,ヒ トラーの登場へ の期待 を否応 な く高

めたにちがいない。そ して,ヒ トラーは共産主義 と内戦か ら自分 た ちを救 って くれ た救世主 で

あ るとい う誰 か らか聞 いた話 も,ク ライ マックスに向 けて気持 ちを盛 り上 げ る。 だが,突 撃 隊

のユニ フォー ムを着 た ヒ トラーは 「黄色 っぽい人形」 に しかみ えず,ヒ トラーの登場 に もかか

わ らず,「 ハ イル!」 の声 に は嘆 きが混 じったのだ った。

 っ ま り,こ の例 外的 な落胆 は,ヒ トラー登場 に至 るプロセスの重 みを意味 して いるので ある。

ヒルデスハイ ムまでわ ざわ ざ旅行 を して ヒトラーを見 にきた シュレヴェ ッケ少年 の ヒ トラーに

対する妄想 は,2時 間 とい う待 ち時間で,過 剰 に膨 らんだの であろ う。

 ヒルデスハイム は,ヒ トラーの通過地点 で しか ないに もかか わ らず,否,通 過地点 で しか な

いか らこそ,準 備 と待機 とい う帝国収穫感謝祭 の基本 とな る要素 が露わ にな った場所 なの であ

る。

 3)地 元 の誇 り

 他 方,開 催地 の ビュ ッケベル ク近辺の村民 たちは,ヒ ル デスハ イ ムな ど他 の地域 と比べれ ば,

特 別 な感情 を持 っていた。 たとえば,ビ ュッケベルクか ら南東へ7キ ロメー トル ほど離れ たベ

リーB6rryと い う村 の郷土 史 に掲載 された,ル ー ト=ク リステ ィー ナ ・ヘ ー リングの回想 を

みて みよ う。

   この祭 の第一 回 目が開かれた とき,私 は13歳 で,わ ず か7キ ロメー トル しか離れて い

  な い ところで開催 され たこの行事をよ く覚えて います。

   1933年8月,帝 国収穫感 謝祭 の開催地 として ビュ ッケベ ル クが告 知 され た とき,私 た

  ち近 隣 の住人 たち は,ビ ュ ッケ ブル ク 〔同 じニーダーザクセ ンにあ る都市 の名前 〕近郊 の

  丘 を探 しま した。 私た ちの家の門の前 にあるあの丘が ビュ ッケベ ルクとい う名前 で ある こ

  と を,知 らなか ったのです。
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  党大会が開催されたニュルンベルクと釣り合いのとれる場所が,ニ ーダーザクセンの保

 守的な農村で探され,理 想的な地形としてビュッケベルクが見っけられたと知ったのは,

  のちのことです。

  鉄道の線路,川,100万 人以上の人々を集めることのできる丘,そ して拡張された平 ら

  な地形が自由に使用されたうえ,国 家の所有地になりました。

   この土地が選ばれたのは,こ こにたくさんのナチがいたからではありません。そのよう

  に私は強 く反論 しなくてはいけません。ニーダーザクセンは,ド イッの農民文化の核とな

  る土地であり,そ のうえ,広 範囲におよびゲルフ主義 〔教皇党〕と保守主義が根づいてい

  たのです。

   「帝国収穫感謝祭」 というプロジェク トは,こ の地方で喜んで受 け入れ られました。 農

  民たちは,1927年 の農業危機で財政的困窮状態 に陥 ったのち,毎 年収穫祭を祝 うことに

  は慣れていました し,大 きな公の関心が寄せられたことで,突 然みずからの地位が高まっ

  たように感 じたのです。

   プロパガンダは農村住人の心を捕えましたし,「血 と土」 の根本思想 と風俗慣習を新 し

  くよみがえらせ,借 金をかかえた農業が ビュッケベルク祭で希望を持っための準備が充分

  す ぎるほどになされました。

   ビュッケベルク自体が,一 っの大きな仕事場となりました。土地を平 らにし,そ れを維

  持するために,労 働奉仕団の収容施設が三 ヵ所設置され,こ の工業の貧弱な地域から多 く

  の失業者がやってきて,道 路や小道を整備するために労働奉仕に従事 したのです。

   〔……〕

   私たちが住む村々は,訪 問者たちの宿営,広 場のコンサー ト,そ して ドイッ全土か ら訪

  れる自動車 によってにぎわっていました。私たち若者は,こ うしたことがとてもうれし

  か ったのです。それにひきかえ,年 輩 の人たちは,投 げ捨てられたゴ ミと騒音に苦情を

  言 っていま した。 〔H6rning/Albrecht 2004:201〕

 注目すべ きは,っ ぎの二点である。

 第一に,ビ ュッケベルク近郊の村ベリーの住人でさえ,ビ ュッケベルクという地名を知 らな

かったことである。にもかかわらず,へ 一リングたちはこの無名の地に誇 りを感 じるように

なっていく。この過程が興味深い。

 第二に,自 尊心の高揚である。r突 然みずか らの地位が高 まった」 という感覚,地 元がにぎ

わうことにうれ しさを感 じる若者の心性,ナ チズムを超越する農民文化の伝統への誇 り,こ う

いった郷土愛 にも近い自尊心が周囲の村々を準備段階か ら動員するのに果た した役割はいくら

強調 してもしすぎることはないだろう。ベ リーのような ビュッケベルク近隣の村 は,そ れ自体
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会 場ではなか った。 あ くまで補助 的役 割を果たすにすぎない。 だが,宿 泊施 設,駐 車場,コ ン

サ ー ト会場 と して の役割 は,若 い村民たちの 「たまには注 目を浴 び たい」 とい うような心性 を

くす ぐり,年 輩 の人 々を悩 ませ るのに充分で あった。

 「全国 か ら注 目を浴 びた」,あ るいは,「 村がにわか に活況 を帯 びた」 とい う感覚 は,ほ かに

もみ られ る。 ビ ュ ッケ ベル クか ら7キ ロ メー トル ほど西 にあ るグ ロ ース ・ベル ケ ルGroB

Berkelと い う村 の1993年 の 郷±誌に描か れた帝国収穫 感謝 祭 をみてみよ う 〔Wzywa 1993:

224-225〕Q

   1933年10月1日 に初 の ビュッケベル ク祭(帝 国収穫感謝祭とも言われる)が 開催 され た。

  我 が 村 は突然,ふ たたび世 間の注 目の的 とな った。 グ ロー ス ・ベルケル はこの巨大 な祭 り

  を5回 ほど体験 した。30万 人 か ら100万 人 の人 々を集 めた この マ ンモス ・スペ ク タクル

  を 正 確 に記述す る とくど くな るだ ろう。 しか しなが ら,グ ロース ・ベル ケル は,大 きな村

  と して大 きな成果 を もた らす ことが義務 とされた。学校 は200人 の来訪 人 たちを泊 めな け

  れ ば な らなか った。

 っ つ いて,グ ロース ・ベルケルの学校編年史が引用 され る。

   で す か ら,授 業 は,修 業 日よ りも8日 早 く終 え られ,労 働奉仕 に振 り替え られ ます。 モ

  ミの木 の葉 っぱが森 か らっ ぎっ ぎに持 って行かれ,勤 勉 な女子 生徒 の手 は,花 輪 を数千

  メ ー トル もっ なげます。装飾 には終わ りがあ りません。 洗濯場が食堂 に転用 され,そ こで,

  味 の す ば らしいエ ン ドウ豆 のスープが ボイラーを焚 くよ うに してゆで られ ま した。腹 ぺ こ

  の胃 をか かえ,く たびれて こわば った足 を引 きず って きたすべ ての人 たちに新 しい力 を贈

  るた めに。村 自体 が小 さな都市 にな った のです。 この収 穫感謝祭 を祝 い にや って きた数千

  人 の 参加者 たちをたえず運 びます。

 さ らに,ベ リー と同様 に,若 者 と年輩者の対立 も描かれて いる。

   この ほか に も,我 が村 に は宿泊施設 と して テン トが張 られ た。 とい うの も,グ ロース ・

  ベ ル ケルは 「荷下 ろ し駅 」だ ったか らで ある。巨大な ス ピーカーが ヒ トラーの演説 の媒体

  と な った。音楽 隊が演 奏 し,新 しい ドイッの挨拶 「ハ イル ・ヒ トラー」 が歓 呼 され た。若

  者 た ちは感動 したが,老 人たちは,ビ ュ ッケベル クの軍事 デモ ンス トレー ションと収穫感

  謝 の 日にい ったい どの ような関係 があるのか,と 疑問 に思 った。 この 巨大 な喧曝のなかで,

  おか しくて,不 思議 だが,喜 ば しくはない事件が い くつか起 こった。眠 りにつ く頃,宿 泊
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  所 は しば しば もう頑固 な宿泊所の探 し人たちで 占め られて いた。朝,畑 か ら干 し草を取 り

  入 れ よ うとす るこの地方 のあ る農民 は,仕 事 を始 めるまえにまず,3人 の ギムナー ジウム

  の第 一 級職員 をそ こか ら追 い出 さな くてはな らなか った。 また,自 分 の自動車を大急 ぎで

  預 けた数人 の見 知 らぬ人 たちが,〔 それを預 けた〕 村の名前 を忘れ,一 日中諸部落 を くま

  な く捜索 しな くて はな らな くなったのである。

 若 者 の運動 として登場 したナチスは,こ のような,カ オス さえ もた らしかねないエネルギー

で,近 郊の村 々の若 者 を惹 きっ けたのである。ただ し,動 員 の構図 は もっと複雑 だ った。 自分

の村 は,ど れ ほど全国 的に注 目を浴 び,全 国か ら人々が押 し寄 せて きて も,結 局,装 飾 を終わ

りな く作 りつづ け,無 数 のテ ン トを設営 し,も てな さな くて はな らなか ったよ うに,ビ ュッケ

ベル ク祭 を何 日も前 か ら準備 し,陰 で支 える場所 で しかなか った。

 ビュ ッケベル クか ら西 へ5キ ロメー トルほど離れたオ ールの郷土誌 の帝 国収穫感謝 祭につい

て の叙 述 も,こ の二重 性 を如実 に示 して いる。「1933年 か ら1937年 ま で開催 された ビュ ッケ

ベル クの収穫感 謝祭 のあいだは,オ ールで も大 きな興奮が もた らされ た。 「上 か ら」 の命令 に

よ り,毎 年9月30日 か ら10月4日 までオールには320人 の 訪問者た ちを宿泊 させな くて はな

らなか った。その うえ,オ ールは,第 一番 目の縦隊(エ ルツェンAerzen方 面,グ ロース ・ベルケル

の駅に到着)の 「収容地 」 と定 め られ た。ハーメル ン方面 か らや って きた車両 も,フ ェ リーボー

トが浮 かぶ ヴェーザー川沿 いの草地 に設営 された大 きな駐車場 に導かれ な くて はな らなか った。

/工 兵 隊は,ヴ ェーザー川を横切 るフェ リーボー トの上 に張 りわ た した浮 き橋 を建設 した。 そ

こを,さ きほど言及 した あの第一番 目の縦隊が ビュッケベルクに向けて行進す る ことが できた。

それは,収 穫 感謝祭 のため に特別 に建設 された三本の橋(グ ローンデGrohnde,エ メルン,オ ー

ル)の うちの一本 であ った。 渡 し船業者の家の下流 にあるかって の火の見や ぐらにス ピーカー

が設 置 され,そ こか ら,ビ ュ ッケベ ルクを 目指す絶 える ことのない行進隊 に対 し,命 令 と指示

が飛 ば され ていた」 〔VoB 2004:215-217〕 。 「上か ら」 の さまざまな命令 に従い準備 と補助 を

遂行 しな くて はい けな いにせよ,や は り村 に 「興奮」 を もた らしたのであ る。

 と ころで,ベ リーの ルー ト=ク リステ ィーナ ・へ一 リングの回想、は,つ ぎの一 文で終 わ って

い る。 「1938年,す でに準 備の整 っていた帝国収穫i感謝 祭 は中止 にな りま した。 すべての物資

を チェコス ロヴァキァ方面 に輸送 しな くてはならなくな ったのです」。 ヒ トラー は,ド イ ッ人

が300万 人 以上 住む チェ コスロヴァキアのズデーテン地方 の割譲 を果 たすべ く,軍 事行動 も辞

さない とい う意志 を この 年 の二'ル ンベ ルク党 大会 で示 して いた。 その期 限が10月1日 で

あ った。 ヨー ロ ッパ に戦争 の機運 が高 ま るなか,最 終的に,9月29日 か ら30日 にか けて開催

された英仏独伊4ヵ 国 の首 脳による ミュ ンヒェ ン会議 で,ド イ ッへの割譲が決 まる。地 元の新

聞 に ビュ ッケベル クの帝 国収穫感謝祭 の中止が決定 されたのが9月30日,中 止 を告 げる広告

                  一19一



                人  文  学  報

が 地 元 の新 聞 に 出 た の は10月1日 〔図

10〕,予 定 されて いた 口のわ ずか一 日前の

ことで ある。10月1日 か ら10日 にか けて,

ドイツ軍 は,ビ ュ ッケベ ルク周囲の収穫感

謝祭 のために整備 された鉄道 も利用 しなが

ら,ズ デーテ ンを占領 した。 この 口の ため

に村民 たちが寸暇を惜 しんで 整え てきた準

備 は,こ れで水泡 と帰 したのである。

                    図10 1938年 の帝国収穫i感謝祭の4J[ヒを 告げる新聞 脇 役
に 甘ん じなが らも,自 分 の住む地域    記事 〔DWZ:1938.10.1〕

に誇 りを感 じ,大 きな国家祭典 を支え た村

民 たち。 ヒ トラーが通 る場所 はどこ もが中心で あ り,そ れを手伝 う人 々 も充実感 を得 た。 けれ

ど も,1938年 の 突然 の中止 は,村 民た ちの献身的な努 力も,そ れ に費や した膨 大な時間 も ヒ

トラーの決断 の前には しょせ ん無 に等 しいことを明 らか に したので ある。 この大規模 な軍事威

嚇 行動以降,帝 国収穫感謝 祭は二度 と開催 され る ことはなか った。

               3.待 機 す る共 同 体

 1)ヒ トラーが来 た!

 ビ ュ ッケベル ク椅子 を売 った ブランダウ少年やその代父にせよ,マ ナーの悪 い客 に儲 けが 出

ず 当局 に怒 りをぶ ち まけたMに せよ,こ う した商魂 た くま しき民衆 の姿 と,我 が村の近 くで

行われ る国家行事を陰で 支え ることに 自尊心 を感 じ興奮を覚 えた村民 の姿は,ま った く異なる

様相を呈 してい るよ うにみえ る。だが,帝 国収穫感 謝祭を舞台裏で 支えてい るとい う点 では,

ど ち らもかわ りない。そ して どちらも,帝 国収 穫感 謝祭の ヒトラー登場 とい うクライマ ックス

に至 るプ ロセ スを構成 して いる。

 で は,表 舞 台に 立 った参加 者た ちは,こ の クラ イマ ック スを どの よ うに と らえ たの だろ う

か? 先 に引用 した,老 婆を ビュ ッケベ ルク椅rにLげ た 人物のr一記をみてみよ う。

  私 は 一=度と忘れ ることはないで しょう!

   1935年 の ビュ ッケベル クで開 かれ た収穫感謝祭 の ことです!

   夜 明 けの冷 たい風が吹 くなか 〔準備が〕進展 します。そ ろった足並み と歌 と 一緒に。号

  令が 響 きわ た ります…

   ヴ ェ ーザー山地の山 の頂Eで,規 則的 にライ トが点滅 して います。 これ は,夜 間飛行機

  の た めの誘導 灯です。 ビュ ッケベル クに林 立す る旗が  ま だ霧 に覆われて いるポール

                    20
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  とともに  パタパ タとひるがえりなが ら浮かび上がっています。私たちを歓迎するの

  は私たちのシンボル,そ う,ハ ーケンクロイッです!

   群衆が押 し寄せます。10万 人,い や,そ れどころか100万 人?

   私たちは立 っています!上 方の演壇にいたる道沿いに立 っているのです。総統が私た

  ちの側を通ることになっています。

   時計の針は7時 を指 しています。 まだこんなに早いのです  お昼にならないと,総

  統 はやってきません。長い時間。その瞬間のために準備を整えるには充分な時間です。そ

  して  いっ もよりも速 く血が血管を駆けめぐっているのではないで しょうか?

   太陽が昇 りました。雲はまだ太陽を覆っていますが,太 陽が昇 りました!

   あらゆる方面か ら,人 々の大群がゆっくりと押 し寄せてきます。ゆっくりと,果 てしな

  く。私たちの眼は双眼鏡で地平線をくまなく探 します。人,人,人 。誘導部隊が道路の両

  側 に並んでいます。マイクやスピーカーが,こ れから開かれる偉大なアピールのために秩

  序だ って搬入 されています。

   今 日この日を組織 した人,そ れは巨匠にほかなりません!
            き じょう

   音楽が鳴り響きます。儀 伎 兵たちの登場です。壮麗な分列行進!

   マイクの前で四つの楽団が整列 しています。

   行進曲! 私たちは,〔 舞台で行われていることをみようと〕 体全身を伸ばしました。

  私 たちは立ちっづけます… 〔民俗〕衣装を着た集団が踊 っています。故郷の舞踊。

   時計が進みます。私たちは偉大な体験の中心にいるのではないで しょうか? ……それ

  に,旗 は立ち並び森のようです!準 備完了! 人々の手が地平線を指 します。鉛筆で書

  いたように,天 空にハーケンクロイッが描かれます。これは空軍部隊です。 ドイッの上空

  にハーケ ンクロイッ! そして太陽が姿を見せます!

   群衆が道で渋滞 しています。 これ以上動きません。ささやきが空気を壁き,そ れは大 き

  などよあきになりました。総統が来ました!!

   総統は私たちのところへ,総 統の農民たちのところへやってきたのです!

   総統は車の うえに立ち,手 で挨拶をします。歓声,歓 声以外の何 もので もありません1

  いま,総 統が丘の うえに降り立ちました! そこです,そ の下の方に総統が来ま した。

  〔Grube/Richter 1982:125〕

 ビュ ッケベルクという平凡な丘が,地 平線を臨界とする広大な祝祭空間として,こ れまた

17個 の感嘆符を用いて活写されている。 こうしたダイナ ミックな空間のなかにヒトラーが登

場する。参加者 はまさに至福の瞬間を味わっているかのようである。この瞬間が帝国収穫感謝

祭のクライマックスであることは,や はり否定できない。
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 だが,重 要 なのは,こ の書 き手 が,ク ライマックス自体よ り も,そ こに至 るプ ロセスを具体

的に生 き生 きと描 いている ことだ。 これ と比べれば,ク ライマ ックスの主役で あ るはずの ヒ ト

ラーの描 写 は  時 代 の制約 も考慮 にいれな くて はな らない にせ よ  決 ま り文句 で粉飾

され,平 凡 であ る。 「時計 の針 は7時 を指 してい ます。 まだ こんなに早 いのです   お 昼 に

な らない と,総 統 はや って きません。長 い時間。その瞬間のた めに準備 を整え るには充分 な時

間で す。 そ して   いっ もよ り も速 く血が 血管 を駆 けめ ぐって い るので はな いで し ょ う

か?」 とい う叙述 や,「 準備完了!」 とい う表現 は,「 総統 が○○す る」 「総統が ○○ にい る」

とい う内実 の乏 しい報告調 の文体 と著 しく対照的だ。

 参 加者 たちは,ヒ トラーを見 るとい う目的のた めに,前 日か らハ ー メル ン近郊 に泊 まり,あ

るい は自動車 や列車 を乗 り継 ぎ,最 後 は隊列 を組 んで徒歩 で ビュ ッケベ ル クにや って き た。

1935年 以 降 早 い もので は明 け方 の5時 に到着 し,7時 に はか な りの空 間がす で に埋 ま って

いた,と い う。 ヒ トラーが来 るまでの 「長 い時間」を劇や コー ラスを鑑 賞 した り,飲 食 を楽 し

んだ りしなが ら過 ごす。 この長時 間の 「待機」 は,ヒ トラーが来 る とい う単純 な現象 を否 応 な

く崇高 な ものにエスカ レー トさせ る。 しか しなが ら,観 客 は本当 に ヒ トラーその人に感動 した

のだろ うか。何時間 も待 ちっづけてよ うや く目に した ヒ トラーが実 は 「黄色 っぽい人形」 と し

か見えなか ったとい うシュヴェレッケの体験が示唆 してい るよ うに,ヒ トラーを待 つ人々 は,

ヒ トラーその人 とい うよ りは,ヒ トラーを見 るた めに自分た ちが成 し遂 げて きた苦痛 や疲 労を

伴 うプ ロセスに こそ,酔 っていたのではないのか。 じっさい,ヒ トラーが去 ったあ とにす さま

じい疲労感 が襲 った とい う報告 は枚挙 に暇が ない。

 た とえば,ニ ー ダーザ クセ ンのゲマイ ンデ(都 市 ビュッケブルクの近郊),バ ー ド・ア イゼ ル ン

に住 むKと いう商人 の1933年10月1日 付の 日記(ビ ュッケブルク州立文書館に所蔵)か ら,っ

ぎのよ うな描写 を見 出す ことがで きる。

   私 た ちのす ぐ前 を ヒ トラー,フ ォ ン ・パーペ ン,ゲ ッベル スが車 で通 り過 ぎる。100万

  人 以 上 の人々。 すば らしい雰 囲気 だ。途方 もない雑踏のなか に,私 たちは紛 れ る。 自転車

  を 引 き渡 したあ と,私 はもっと広場 に近 い方へ行 こ うと試 み る。  け れ ども,至 ると

  ころ に巨漢 のSAが い る。私 がよ うや く数人 の人 たちと限 られた スペースに場所 を確保 し

  た と き,こ こに もSAが や って きて,偉 そ うに私たちを追 い出 した。 一 これで私 は楽

  しむ気持 ちが失 せ,自 分 の 自転車 を取 りに行 き,の ん び りと家 へ帰 った。 もっとも楽 しみ

  に して いた軍事 ショーを見 ることな く。  7時 頃,私 は くた びれ果 ててschachmatt

  帰 宅 した 一 っ ぎの 日の午前 になって,よ うや くエル ンス トが死 ぬほ どくた くた にな っ

  て戻 って きて,す ぐに就寝 した。 〔SAB:D18 Nr.16〕
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 また,帰 宅後のビールが格別なものだっ       一・         。

謎警継1鞭 懇無
骨の折れる移動のあ・にはたまらな・、」 難 難 羅 繊

繋 燃 。__鍵 強ll勲 鰻 轟
されて いる別の絵 はが きには,っ ぎの よう

                    図11帝 国収穫感謝祭の公式絵はが き 〔SAH:607
な メ ッセ ー ジ もあ っ た 〔図11〕 。 「皆 さ     Nr .544。 日付不明1

ん!/僕 た ちは,こ こ 〔ハー メル ン〕 で無

数 に設置 されたテ ン トの うちの一一っのなかで藁袋の うえに横たわ り,飯 を食 っていると ころ。

エ ルナ はもう4切 れ 〔のハ ン〕を食べたけど,僕 は一切れ食べたあと,も うどんなに頑張 って

も食べ られない。NSJB7)と 数 人のSSも ち ょうどいま到着、,僕 は眠 りた くて しょうがないよ。

だ って,死 ぬほ ど疲 れたか ら」 〔SAH:607 Nr.544〕 、,ビ ュ ッケベル ク椅 子を売 ったあの少年

も,「 晩 になると,私 はあ まりの疲労 にベ ッ ドに身を投げ出 しました」 と回想 を締め くくって

いる。長 いあいだ待 たせ た り,商 売 をさせ たり して疲 れさせ ることは,も ちろん 参加人数が多

いか らで あるが,演 出 の一部で もあるだ ろう。 じらして いるのであ る。 そうで ないと,わ ざわ

ざ7時 か ら会場 に参加者 を集 合させ ない。待てば待つ ほど,ク ライマ ックスへの緊張感 は高 ま

る。 この効 果をね らって いるのであ る。

 この 「じら し」効 果は,従 来の 「新 しい政 治」や 「世俗宗教 」 とい う概念 を援 用すれば,救

tH:kと しての ヒ トラーを演出す るもの,と 説明す ることがで きるだろ う。 だが,そ れだけでは

まだ 不充分であ る。 もっと技術的に とらえな くて はな らない。 「じらし」 は,ク ライマ ックス

を高め るばか りか,ク ラ イマ ックスの内実を隠 しさえす る。 「黄色 っぽ い人形」 としかみ えな

いか もしれない ヒ トラーを 文脈で覆い隠 す ことがで きる。 構成 員が何か を期待 し待機 しっづ け

ることを特徴 とするよ うな共同体は,た とえ最終 的に目的が期待す る ものとは違 って も,ヂ 段

が目的を凌駕 し,オ ー トマテ ィックに進展 してい く。帝国収穫感謝祭 は,ま さに この 「待機す

る共1司体」 の典型 にほか な らない。

 2)軍 事演習

 そ して,こ の内実の空虚 さを覆 い隠すのに最 も貢献を したのが,収 穫 を神 と農民に感謝 す る

とい う本来の 目的 とはおよそかけ離れた大規模 な軍 事演習なので ある。 と くに1935年 か らの

演習 は実戦 さなが らの華 々 しいものであ った 〔写 真12〕 。
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K諜 聡 謙 駕 懇 麟 藤……1灘………窪l

A          翻離 囎撃 ・ゴ離鞠・難∵ 整轡響

鵬 ∴1二熟 憲 ∴ て ∴鳶1{灘撫1鷺蟻欝
                        ヘヨリ   ゆみ            じ  り

民衆の歓喜のなか趣 ・ このような  ・。 点 島'.慨 顧

歓迎ぶ りだと,こ の男 は誇 大妄想を抱 くに    一    .   一識 ・学 コ・:ジ「、,生,

違 いない!」 〔SAB:D18 Nr.17〕 とや や           ,                    図
12 1937年 の帝国収穫感謝祭における軍事演習の

皮肉 めいたことを口に して いる。だが,そ    様子。 ビュッヶ ドルフが爆撃機にょって攻撃

のKは,1933・E,1935年193・ 年 と ・ 誹 て い る.〔SAG;Nachlass Da「「e N「'

度 もこの祭典 に参加 して いる。 その最大の

理 由が軍事演習で あった。彼 は,ヒ トラーを 見ることよ りも軍事演習を 「楽 しみ に」 して いた

ので ある。以下 は,「1935年10月 」 と附記 された日記 である。

   もち ろん,私 たち も 「ハイル ・ヒ トラー」 と叫ばな くてはな らない。 「バ ーデ ンヴ ァイ

  ラー行進曲轡 が演奏 され る。 ほぼ30分 っ つ く。 〔……〕 ス ピーカーが式典 の内容を伝え

  る。  〔… …〕けれ ど も,と りわけ興 味深 か ったのは,国 防軍の シ ョーであ った  戦 闘

  機  戦 車  砲 兵 隊  歩 兵 隊  な どな ど  最 後 には,木 材 と厚紙 で作 られた

  教 会 も備 わって いる村が爆撃 され た。一台の戦 車が燃え さか る家を通 り抜 けた。 〔同上〕

 こ こか ら,ナ チズムを信奉す るか しないか とい う内面の レベルとは無関係 に,軍 事演習を通

して 人々が この感謝祭 に動 員されて い く構造の一端をみ る ことがで きるだ ろ う。 ビュ ッケベ ル

ク近 郊の村 フ レンケの郷 十誌 に掲載 され たつ ぎの収穫感謝祭の体験記か らも,軍 事演習が どれ

ほど参加 者たちを魅惑す る ものであ ったか読み取 るこ とがで きる。

   「お 偉方た ち」 の挨拶 のあと,と てつ もない ショーが 人目を惹 いたことを覚えて いる。

  下 方 の国有地 に実物 どお りの村 〔=ビ ュ ッケ村〕が建設 され た。造 りは簡単で あった。 こ

  の村 は,す べての 人たちの目の前で,戦 闘機 の攻撃 とそれ にっつ く戦車の攻撃を受 けたあ

  と,歩 兵 によ って短時間 の うちに焦 上にされて しま った。

   私 に と って魅 力的だ ったのは,大 きな複数 の球体状 の ものを高射砲で撃っ ことだ った。

  これ らは空 に高 く浮か んでいたが,破 裂 して,収 穫 の輪や それ に類す る ものが中か ら出て

  きて,空 中を漂 い,地 面 に落 ドした。 ほか に も,森 の端 に繋留気球が浮かんで いたが,そ
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  れは一定の料金を支払えば起 こっていることすべてを鑑賞できるものだった 〔H61scher

  2000:385〕Q

 70代 の老婆を助けたあの人物 もこう述べている。「大砲が鳴り響 きます。 ビュッケ ドルフ

〔ビュッケ村〕 をめぐる嵐のような会戦。すばらしい劇!  」 〔Grube/Richter 1982:125〕 。

硝煙が立ちこめ轟音が鳴り響 く 「とてっもない」「軍隊ショー」 は,こ うしてあらゆる参加者

を魅了 した。

 っまり,再 軍備宣言によってヴェルサイユ条約を破棄 した1935年 以降,ヒ トラーの登場と

演説のまえに,も う一っのクライマックスが登場 したのである。これによって,収 穫を神と農

民に感謝す るという祭 りの本来の目的は完全に名ばかりの ものとなった。戦車,急 降下爆撃機,

高射砲,機 関銃など ドイツが誇 る近代兵器を駆使 した模擬戦は,待 ちっづけた参加者たちの目

を釘付けにし,心 をっかむ。待ちつづけることか ら来る倦怠や疲労を充実感に一挙に変換する

このような構造は,1934年 の干ばつ,価 格政策の失敗,穀 物の強制調達,世 襲農場法による

担保の禁止,脂 肪の不足などっぎっぎに難題の降 りかかる農村の住民たちにとっても効果的で

あったに違いない。

            おわ りに  プロセスに生 きた人 々

 「商魂」,「地元の誇 り」,そ して 「待機する共同体」。 この三つの生活や身体に根ざした現象

が帝国収穫感謝祭の参加者たちの声から浮かび上がった。では,こ れ らを通 じて明らかになっ

たナチス動員の特徴とは何か?

 それは,人 々があくまで媒介 として間接的に,プ ロセスで しかない状態に安住 しなが ら,し

か し自発的に,楽 しく,エ ネルギッシュに参加することである。ゲ ッベルスは,プ ロパガンダ

は間接的でな くてはならないと述べたが,こ れはナチスの動員構造を分析するうえで も示唆的

である。商品とい う媒介。 ヒトラーの通過地という媒介。 ヒトラーを迎えるために準備 し,ヒ

トラーの登場,軍 事演習,そ してヒトラーの演説を待機する自分という媒介。 こうした媒介が

なければ,帝 国収穫感謝祭 は100万 人の参加者をさば くことができなか ったであろう。そして,

帝国収穫感謝祭を支えた人々は,っ いに,ヒ トラーの領土獲得戦争の媒介 となり,前 線と銃後

で戦争を支えてい く。ナチスは,ナ チズムの確信的な支持者のみな らず,屋 台を出店 したが客

のマナーの悪 さにナチ当局に苦情を申し立てたMや,国 民社会主義 自体 に疑問を抱 く商人K

のような者たちの参加がなければ,第 一次世界大戦が終わってか らわずか20年 後に  し

か も条約で軍備制限が決 められていたにもかかわ らず 一 戦争 を起 こすほどの力を持たな

かったに違いない。 じらしてクライマックスを盛 り上げるという企画者(あ るいはプロパガンダ
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で入々をナチ化 したいという宣伝者)の 意 図 と,現 実か ら目を背 けっっ 国家 に奉仕 せよ とい う為

政者の意図,そ して,主 体性 を失 わず現実 に疑問を抱 き行動 す るよ り,上 か ら与 え られた課題

に没頭 し,そ れ に身 を委 ね,で きれば平凡な人生を送 りたい という人 々の凡俗 な願望 の癒 着が

こうした参加 を可能 に したのであ る。

 村 民 は どれ ほ ど臨時収入 に心 を ときめか し,自 分 の村 が世間 に注 目され る ことを うれ しく

思 って も,し ょせん,祭 りの準備 の担 い手,祭 りの潤滑油 で しかな い。我 が故郷 は ヒ トラー と

彼が率 いる軍隊 の通過点で しかない。 そ もそ も ビュッケベル クー 帯が,最 終 的 には,ズ デー テ

ン占領 という ヒ トラーの帝 国主義 的欲望の媒 介で しかな くな るので ある。 っ ま り,本 来 の主役

であ る農 民を含 め,民 衆 は目的 のための媒介 にす ぎない。 しか も目的 は明確 で はな く媒介 だ け

が肥大 してい く。だが,そ れでよい。装い,備 えて,待 っ。 このサ イクルに身を任せ る ことが,

っ まり,い つ まで もピリオ ドを打っ のに躊躇 しコンマでとどま って いて も反 抗 しない心性 が こ

うや って形づ くられて い くのである。誰かに 自分 の生 を保護 して も らう未成 年状態か らの脱出

は,ナ チス ・ドイ ッの住人 たちの多 くにとって,停 滞 したままだ ったとい うことがで きるだろ

う。

 そ して深刻 な ことに,こ の停滞,す なわち,プ ロセスにいつ づ けるこ とこそが,集 団 のテ ン

ションを保つ。 これが ゴールで ある,と 宣言 した瞬間 に緊張 は弛 め られ る。 ナチ スが理想 と し

         フヨルクスゲマイノァヤフト

た集団のあり方は,「民 族 共 同 体」にほかならない。そもそも,ヴ ァイマル共和国末期,経

済危機 と貧困が深刻化 し,労 使対立が激化するなかで緩んで きた 「国民」の結束力を高めるた

めに,ナ チスは 「民族」を新 しい紐帯として掲げる。さらに 「民族」は,国 外の ドイッ人を含

み国内のユダヤ人を排除するため,「 国家」 のかわりに 「共同体」 というロマ ンティックな概

念 と ドッキ ングす る。た しかにナチスは,600万 人 といわれた ドイッ人失業者に職を与え,

「階級対立」を解消 したかのように見えた。けれども一方で,1934年 前半の干ばつを引き金 と

する穀物 ・飼料不足と穀物調達措置という行政介入 〔古内2003参 照〕,世 襲農場法により土地

を担保に資金を調達できな くなったことや,1935年 以降は軍需産業復興を原因 とする農業労

働力不足への不満が農村に蓄積する。「民族共同体」 というスローガンは,少 な くとも農村で

は大 きな力を持ち得なかった。それでも,こ の理念を謳いっづけるためには,途 上にあること

をたえず強調 しな くてはな らない。 ヒトラーの演説が行事のはじめにあったり,ヒ トラーが

人々を出迎える構造であったりしたならば,約100万 人の動員のテ ンションを 「じらし」が支

えている帝国収穫感謝祭がそもそも成 り立たなくなるように,の っけか ら安定 しているとは言

い難い 「民族共同体」 もまた瓦解してしまうのである。

 それゆえ,帝 国収穫感謝祭がズデーテン危機で幕を閉 じたことは,非 常に象微的である。祝

典に動員するために整備 された交通網が,兵 士と兵器を戦地へ運搬 した瞬間に,5回 にわたっ

て変化を遂げた祭 りはその役 目を終えた。干ばつや度々の失政で基盤が揺 らぐ共同体のテン
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シ ョンを保 つ ものは,こ こか らはもはや模擬戦 でな くて もよい。模擬 戦で誇示 した軍事 力を国

際社会 にち らつ かせ ることで,共 同体の結 合力 は否応 な く高 まるか らだ。

 目的が変 質 しよ うが,目 的 自体が無 くな って しまお うが,参 加者 た ちはか まわ ない。 プロセ

スに自分 の生 を見 出 したか らである。 ドイッの歴史家 ハ ンス=ペ ー ター ・ウルマ ンは,「 事実

1900年 頃 に世俗化 が加 速 したのだ として も,世 界の解釈 と意味づ けへの要求 は依然 と して大

きいい ままで あ った」 〔Ullmann 1995:195〕 と述べ ている。 第一次 世界大戦後,世 界 を解釈

し,そ の なか で どう生 きるべ きか,人 々に示す ことはよ り困難 になった,と いえるだろう。 そ

う した危機状 況 で,た とえ ば,た しかにナ チスは人 々 に誇 り高 き ドイッ人 と して生 きる 「意

味」 を与え,「 ゲ ルマ ン的±着性」 と 「ユ ダヤ的根無 し草」 とい う二構 図式 を導 入で きた。 だ

が,よ り問題 なの は,こ の単純 な図式 を信 じるはるか手 前で,人 々は思考停止 のまま,生 活 に

埋 もれ,内 実 の変質す る何 かを待機 していたことであ る。戦争へ の道 を準備 したのは,理 念 や

信 念 とい うよ りはむ しろ,鈍 感 と停滞 なのである。帝 国収穫感謝祭 に生 きた人 々 は,こ れを証

言 して いる。

  注

   1) 本稿では,帝 国収穫感謝祭に集まった人々を基本的に 「参加者Teilnehmer」 と表現する。観

    衆,観 客,受 け手 というような受け身を想起させる言葉では不充分だからである。自発的に会場

    に足 を運 び,ヒ トラーを見て,「 ハイル!」 と連呼 した人々は,ほ とんどの場合,強 制 されて

    や ってきたわけではない。祝祭の客体ではなく,主 体としてみることが,ナ チズムの動員のメカ

    ニ ズムを知るうえでは,き わめて重要である。

   2) ナ チスの動員力の根源を疑似宗教的あるいは呪術的な側面に求めたクラウス・フォンドゥング

    「呪術 と操作   国 民社会主義のイデオロギー的祭儀 と政治宗教』(1971)は,収 穫i感謝祭を

    「イデオロギー的祭儀」 の一例として取 り上げている。史料の限界から,民 衆の参加がもっぱら

    「祭儀に対する民衆の共感」という視点で考察されるにとどまっているが,「 神への感謝」という

    伝統的な収穫感謝祭のテーマが消滅 してい くプロセス 〔Vondung 1971:83〕,各 地 で同時に開

    催 された収穫祭が次第に人々の心か ら離れていったこと 〔同上:106 一 107〕,そ して,民 衆啓蒙

    宣伝省が 「総統の道」を 「民衆を貫 く道」と名義変更するように指示 したこと 〔同上:155-156〕

    に,1971年 の段階ですでに目を配 っていたことは,先 駆的研究として評価すべきである。 また,

    ナ チ スの政治の美学化を総花的に論 じたものと して,ペ ーター ・ライ ヒェルの 『美 しい仮象

      ドイ ッ・ファシズムの暴力と魅惑」(1991→ 新装カラー版2006)が 代表的であり,こ こで

    も数葉の写真とともに帝国収穫感謝祭が紹介されている。ヒトラーが装飾された村々を自動車で

    通 る こと,1935年 か ら軍事演習が見せ物 として大々的に展開されるようになることなど,帝 国

    収穫感謝祭に特徴的な点 も触れられている。だが,収 穫感謝祭の軍事化の問題に偏向しすぎてい

    て,「 美 しき仮象」 に対する参加者の具体的な言動は全 く触れられていない 〔Reichel 2006:273

    -277〕 。 また,日 本のナチスの動員を 「美学化」の視点か らとらえたものとして代表的なものは,

    田野大輔 『魅惑する帝国  政治 の美学化とナチズム』(2007)で ある。 ここでも帝国収穫感謝
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 祭 は触 れ られ て い な い が,党 大 会 や キ ッチ ュ な どの 分 析 を 通 し,「 比 較 的 ソ フ トで 平 凡 な動 員 」

 〔田 野2007:304〕 が 論 じ られて い る。 党 大 会 の娯 楽 的 要 素 の重 要 さ,ヒ トラ ーの 「親 密 さ」 に

 関 す る考 察,動 員 の熱 狂 の なか に併 存 す る 「冷静 で覚 醒 した 精 神 」 〔同 上:271〕 と い う視 点 は,

 帝 国 収穫 感 謝 祭 の 分 析 で も有 効 で あ る。

3)帝 国 収 穫 感 謝 祭 の 研 究 は,日 本 は もち ろん 欧米 で もほ とん ど進 ん で い な い のが 現 状 で あ る 。 こ

 の 準 備 と 内 容 に っ い て 最 も ま とま っ た歴 史 研 究 の 成 果 と して は,ハ ー メ ル ンの ギ ム ナ ー ジ ウ ム

 の 教 師 で あ り郷 土 史 家 ベ ル ンハ ル ト ・ゲ ル ダー プ ロム の研 究 〔Gelderblom 1998〕 が ま ず 筆 頭 に

 挙 げ られ るべ き で あ る。 基 本的 な 史 実 の み な らず,当 時 の新 聞 を 丹 念 に 追 う こ と で,労 働 奉 仕

 団 の 声 や,当 時 作 られ た詩 な ど も紹 介 して い る。 枚 数 の制 限 上,本 稿 で取 り上 げ る参 加 者 の書 い

 た もの や 語 った もの は,ほ とん ど論 じられ て い な い。 そ れ 以 外 に は,メ デ ィ ア論 の立 場 か ら,ベ

 ル ン ト ・ゼ ー ゼ マ ン 〔S6semann 2000〕 が 挙 げ られ るが,言 説 分 析 が 主 で あ る。 新 聞 や 演 説,

 詩 な ど の 分 析 は興 味 深 い が,参 加 者 の 言 説 に つ い て は論 じ ら れ て い な い。 ま た,ハ ー メ ル ン市

 立 文 書 館 が 編 纂 した 市 史 の 第4巻 が 「ビ ュ ッ ケ ベ ル ク の 帝 国 収 穫 感 謝 祭1933・ 一・1937」 で あ り

 〔Wittkowsky o, J.〕,必 要 な情 報 が 的 確 に ま と め られて い て,有 用 で あ る。 日本 で は,さ しあ た

 り,概 説 的 論 文 で あ る拙 稿 〔藤 原2007a〕 と,ビ ュ ッケ ベ ル クお よ び ゲ ル ダ ー プ ロ ム宅 へ の訪 問

 記 〔藤原2007b〕 を参 照 。

4) ハ ー メ ル ンの 郷 土 史 家 ベ ル ンハ ル ト ・ゲ ル ダ ー プ ロ ム は,ニ ー ダ ー ザ クセ ン州 の 歴 史 文 化 財保

 護 局 宛 に ビ ュ ッ ケベ ル クの 負 の 遺 産 と して の 歴史 的 価 値 を述 べ,そ の 文 化 財 と して の保 護 を求 め

 る要 望 書(2007年4月17日 付)を 提 出 して い る。 さ らに,2002年6月 に は,「 ビュ ッケ ベ ル ク

 会 議 」 が 開 催 され,ゲ ル ダ ー プ ロム は もち ろ ん,ペ ー タ ー ・ラ イ ヒ ェ ル を は じめ とす る歴 史 家 た

 ち54名 が,州 が 決 定 した文 化 財 保 護 の や り方 を検 討 して い る。 だ が,ハ ー メル ン ・ピュ ル モ ン

 トの郡 長 は,「 私 に可 能 な あ り と あ ら ゆ る手 段 を 用 い て」 徹 底 抗 戦 す る構 え を と って お り,い ま

 だ解 決 の 糸 口 は 見 え て い な い 〔藤原2007b:100〕 。

5) この プ ロパ ガ ン ダ映 画 は,ベ ル リン連 邦 文 書 館 の映 画 文 書 館Filmarchivに 保 存 され て い る も

 の で あ る が,筆 者 が,ニ ー ダ ー ザ ク セ ン州 の ヘ ッ サ リ ン ゲ ン の 博 物 館 村MuseumdQrf in

 H6sseringenで 催 さ れ た 帝 国 収 穫 感 謝 祭 の 特 別 展 「ビ ュ ッ ケ ベ ル ク の 帝 国 収 穫 感 謝 祭1933-

 1937  国 民 は総 統(誘 惑 者)に 感 謝 す るReichserntedankfeste auf dem BUckeberg 1933 -

 1937:Ein Volk dankt sein(Ver-)FUhrerJに 訪 れ たお りに 見 る こ と が で きた。 FUhrerは

 「総 統 」,VerfUhrerは 「誘 惑者 」 とい う意 味 で あ る。 こ の特 別 展 の ア ドヴ ァイ ザ ー は ベ ル ンハ ル

 ト ・ゲ ル ダー プ ロム で あ る。 ヘ ッサ リンゲ ン以 前 に は,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ クで も開 催 さ れ た。

6) Dorfmuseum in H6sseringenの 特 別展 示 よ り。

7)Nationalsozialistische Jugendbetriebszellen国 民 社 会 主 義 青 年 経 営 細 胞 の 略称 。 企 業 に属 す

 る 若 手 ナ チ の 団 体 。 共 産 党 の 同 類 の 組 織 に 対 抗 す る た め に 結 成 。1933年10月17日 に ヒ ト

 ラ ー ・ユ ー ゲ ン トの下 部 組 織 に な った。

8)バ ー デ ンヴ ァイ ラー 行 進 曲 は,ヒ トラ ー お気 に入 りの 軍 隊 マ ー チ で あ る。 バ イ エ ル ンの 作 曲 家

 ゲ オ ル ク ・フ ユ ル ス ト(1870-1936)が,バ イ エ ル ン王 国 の歩 兵 師 団 の た め に作 曲 した 。
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